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36.薬剤耐性械腫における化学療法の検討
加藤孝子，遠藤信夫(千大) 
，の各々単独ActD，MTX年以後，148日平1当教室では
療法，連続投与にi耐性を示し寛解の得られない症例に対
し， MTX，Act D にアノレキル化斉IJを加えた三斉IJ同時併
月3療法を導入し，画期的な予後の改善が得られている。
しかし この治療方法に対しても耐性となり現在 3年7p
カ月， 3年4カ月に亙。て治療を続行している 2症例が
ある。上記三剤併用の他に種々の CombinationChem-
otherapyを施行し， OK 432，PSKなどの免疫賦活剤
の併用を試みている。 
37.脳，肝転移紙腫の治療方法の検討
加藤孝子，遠藤信夫(千大)
脳・肝転移障害は紙腫意者の約25%にみられ，その予
後は悪く寛解率は約20%である。早期発見の必要性と共
に治療方法の検討が必要である。昭和49年以後当教室で 
5例の脳・肝転移症例を経験し，そのうち 1例に寛解が
見られている。この二症例を呈示し，検査方法，治療方
法を検討する。検査方法としては CTSCAN，RI SA 
SCAN，Angiography，EEG，などがあり， 治療方法
としては， 脳圧充進症状の改善を待って wholebrain 
radiationと Tripletherapyの併用療法が有効で、ある。
Tripletherapy.紙腫症例に対するrisk 1 38. Hig
の治療成績
加藤孝子，遠藤信夫，関谷宗英
(千大)
当教室では昭和49年以後， High risk症例24例に対し
て MTX，Act D アルキノレ化剤の三斉IJ同H寺併用療法を
施行してきた。寛解率は 70.8%でその内訳は紋腫 61.1
%，破奇，区分不1}f1群はともに 100%の寛解が得られて
いる。この Highrisk症例を年齢，先行妊娠，尿中 HCG，
転移の有無，化学療法の回数等の 9項目について予後と
の関係を検討した。脳・肝転移症例と薬剤j耐・性症例の治
療法の検討が必要である。 
39.子宮頚部初期浸潤癌の術前診断における反復細胞
診の診断的価値
武田祥子(千葉市立)
反復細胞診による初期子宮痛診断の，進行度診断の可
能性について研究した。検索対象は子宮頚部 Ia期痕63
例と対H日として上皮内癌60例である。術前に 3回反復細
胞診し，これ等の細胞診成績を 6段階に分けて点数化
し，その変動ノξターンを分析した。浸潤の深いもの程変
動幅が少し微少なもの程(一)移行率が高く，上皮内
癌ではさらに著明であったので，充分臨床応用に有用で
あると考えられた。 
40.子宮頭部初期病変における円錐切除施行例の検討
山内一弘(千大)
近年，子宮頚部初期病変の増加に伴ない，子宮頚部
病変の早期診断の重要性が増している。現在その診断方
法として，細胞診， コノレポスコープ，狙い組織診が主に
行なわれているが，子宮頚管内の病変については，円錐切
除組織診の有用性が言われている。今回，子宮頚部初期病
変17例についてその細胞診，生検組織，円錐切除組織，摘
出子宮頚部組織について検討したので，ここに報告する。 
41.子宮頚部 Adenosquamouscarcinomaの1症例
守矢和人，関根佳夫(都立墨東)
子宮頚部に発生する癌は， その大部分が肩平上皮癌
で，腺癌は比較的稀といわれている。我々は細胞診レベ
ルで，子宮頚部 Adenosquamouscarcinomaを推定し，
組織学的にも証明されたー症例を経験したので，その細
胞像の読みを中心に報告する。患者は28歳の経産婦で.
性器出血を主訴とし，細胞診所見は，大部分が腺性由来
と思われる悪性細胞で占められ，ごく 1部に扇平上皮性
要素と考えられる悪性細胞が認められた。 
42.子宮頭部腺属平上皮肉癌の 1例
岩崎秀昭、鈴村博-，増淵一正
(癌研婦人科)
山内一弘(千大)
患者は， 40歳の女性， 3妊， 2娩の女性で既往に特記
すべきことなし。他医で検診を受け要精査のことで当科
を受診した。外7来初診時，内診所見に異常を認めず，コ
ノレポ診で，白斑・基底を認めた。採取した細胞診で頚部
腺癌を疑ったが，ねらい組織診では， 中等度 dysplasia
のみであったの入院後 conizationを行ない Adenosq-
uamous carcinoma in situと診断され，手術摘出標本
においても同様の診断を受けた稀有な症例を報告する。 
43.子宮癌集団検診と予後に関する研究
望月博(千大)
千葉県では昭和43年より検診車方式による集団検診を
施行している。今回は最初の 4年間に発見された 107例
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についての予後について検討を加えた。 0期48名 (44.9
%)， Ia期30名 (28%)，合計78名 (73%)，I期E期は 
10例で 9.3%であった。 107名中不明のものは10例 (9.3
%)認められ， 0期で未治療者は 3名，このうち 1名は
癌で死亡している。 5年生存率は 0期 100%， 1期 97.9
%と一般外来の 100%，86.9%と比べて予後がよいこと
が判明した。 
44.酢酸加工前後のコルポ像の解析
望月博(千大)
コノレポ所見のトリアスと異型血管像について酢酸加工
前後の変化について比較検討を加えた。白斑は加工前に
見られるものは少なく，良性にもかなり観察された。基
底は比較的加工前にもよく観察され，良性では少ないが
異型上皮以上になると半数以上にみられた。分野につい
ては加工前に観察されたのは基底より少ない傾向を示し
た。異型血管は前後ともに観察可能なものは主として侵
入癌にみられた。加工前後の血管像については今後の課
題である。 
45.初期子宮頚癌の術前診断と術式について
竜良方(千大)
初期子宮頚癌において，術前と術後診断の不一致例が
少なくない。 Overtreatmentは術後合併症を誘発する
可能性があるのに対し， Undertreatmentは再発の最大
の原因になる。術前診断と術式選択が重要と思われる。
初期子宮頚癌例に対し，円錐切除術を行わず，コノレポス
コピーによる狙い細胞診を加味して，昭和49年 1月から
昭和51年12月までの 3年間，教室で手術を受けた子宮頚
癌患者214例について，術後亜連切組織診と術式と対比
し，その術式選-択基準及び成績について報告する。 
46.子宮頚癌術後経過観察における CEAの臨床的
価値
小林治(千大)
婦人科良性疾患，悪性疾患及び，子宮頚癌術後6カ月
以上経過し，臨床的に再発の認められない症例に対し，
癌胎児性抗原 (CEA)の測定を， CEAロシュ・キット
を用いて行なった。 2.6ng/ml以上を陽性とした場合，
頚癌術後患者109例中， I場性例は 23例，陽性率は21.1%
であった。なお良性疾患における陽性率は， 4.5%であ
った。今回 CEAを頚癌術後における， 再発予知のパ
ラメーターとして，その臨床的価値を検討し，いささか
の知見を得た。 
47.子宮頚癌術後睦断端再発の検討
阪口禎男(千大)
当教室において1966年より 1972年迄の 7年間に治療し
た子宮頚癌患者793例のうち手術療法を行なった555例を
対象に術後照射有無による睦断端再発について摘出時標
本の睦断端附泣の組織学的所見を検討した。術後照射群
では睦断端の上皮具型を示したもの 9例，明らかな癌を
示したもの 3例，計12例で再発 Oであるのに対し，術後
照射θ群では上皮異型を示したもの 4例，その中 2例に
!崖断端再発が認められた。 
48.最近 5年間における子宮頚癌手術成績
加藤喜市(千葉市立)
過去5年聞に当科で手術療法を施行した子宮頚癌は計 
296例である。その内訳は 0期 158例， 1期105f7U，n期 
28例， m期5例であり初期癌が圧倒的に多い。治療術式
は0期の一部症例に単純全摘出術を適用した他は， 0 
期， Ial期は腹式或は臆式拡大単摘を行い， Ia2期は腹
式準広汎乃至は広汎性全摘， Ib期も骨盤神経温存の広
汎性全摘を原則として行った。 IIa，IIbには岡林式広
汎全摘を，またIIbの一部と E期には超広汎全摘を行っ
た。 
49.子宮内膜癌に対する黄体ホルモン効果
河西十九三(千大)
内膜癌に対する黄体ホノレモン効果の有無を予測する方
法を明らかにすることは臨床的に意義あることと思われ
る。今回内J1英癌14例に対し Hydroxyprogesteronecap-
ronateを術前週 2回(1000mg)，20，._30日間に筋注，投与
前と術後刻出標本亜連続切片の組織像とを比較した。腺
癌組織の退行変性，分化等のホノレモン効果を示唆する所
見が顕微鏡視野にて70%以上の効果例は 4/14例 (29%)， 
30--70%の部分効果例は '/14(29%)，30%以下の無効例
は 6/14例 (42%)であった。 
50.卵巣腫蕩の臨床統計
岩沢博司(千大)
卵巣腫療の診断，治療及び病理学的には未だ多くの問
題が残されており，殊に恐J生卵巣)J重壌は早期発見の手が
かりがほとんどなく，初診時からすでに周囲組織や腹Jl室
内に転移していることが多い。卵巣腫壌は多種多様で分
類については，統一された見解がなされていないが，今
回我々は日産婦卵巣)J重富委員会の分類に従い，昭和49年 
1 月より昭手1~52年 9 月までの当教室で
